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サーボアンプの高調波抑制対策についてサーボアンプの高調波抑制対策についてサーボアンプの高調波抑制対策についてサーボアンプの高調波抑制対策について

2004年1月からサーボアンプに対する電源高調波抑制に関するガイドラインが「高圧また

は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制ガイドライン」に統一されます。

これにより，このガイドラインの適用対象になる需要家殿は使用するサーボアンプ全てに

対してガイドラインに基づいて高調波電流の計算を行い，契約電力で決められた限度値以内

にするための対策が必要になります。

なお，上記ガイドラインの適用対象外のユーザ殿におきましても従来通り力率改善リアク

トル(FR-BALまたはFR-BEL)を接続してください。

１　高調波とその影響について

1.1　高調波とは

電力会社から供給される商用電源の正弦波を基本波と言い，この基本波の整数倍

の周波数をもつ正弦波を高調波と言います。基本波に高調波が加わった電源波形は，

ひずみ波形となります。(次図参照)

機器の回路に整流回路とコンデンサを利用した平滑回路がある場合，入力電流波

形がひずみ，高調波が発生します。
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1.2　サーボアンプの高調波発生の原理

サーボアンプの電源側から供給された交流入力電流はブリッジ整流器で整流され

た後，コンデンサで平滑され，直流となってインバータ部に供給されます。この平

滑コンデンサを充電するために，交流入力電流は高調波を含んだひずみ波形となり

ます。

サーボアンプ

サーボ
モータ

電源

ブリッジ整流器

＋

平滑
コンデンサ

インバータ部

M



〒100-8310　東京都千代田区丸の内2丁目2番3号

IB(名)0300081-A(0312)MEE      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2003年12月作成

1.3　高調波の影響

機器から発生した高調波は，電線を伝わり，他の設備や機器に次の影響を及ぼす

場合があります。

(1) 機器への高調波電流の流入による異音，振動，焼損など

(2) 機器へ高調波電圧が加わることによる誤動作など

２　サーボアンプの対象機種

入力電源
サーボモータの

定格容量
対策

単相100V

単相200V

三相200V

三相400V

全容量

1994年9月に通産省(現経済産業省)の公示した「高圧または特

別高圧で受電する需要家の高調波抑制ガイドライン」に基づい

て判定を行い，対策が必要な場合は適宜対策を行ってくださ

い。電源高調波の算出方法については次に示す資料を参考にし

てください。

 参考資料((社)日本電機工業会)

・「高調波抑制対策パンフレット」

・「特定需要家におけるサーボアンプの高調波電流計算方法」

　　JEM-TR225-2003

３　高調波電流抑制対策

サーボアンプの高調波電流抑制対策として，次の図に示すように力率改善リアクトル

を接続してください。
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ガイドラインの適用対象にならない需要家においても，高調波電流によるトラブルを避け

るために，力率改善リアクトル接続によるサーボアンプの高調波電流抑制の実施をお願いし

ます。
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